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教育課題 研究主題

自己の個性 ・適性を生か し,意 欲的に取リ組む生徒を育てる指導の工夫

1主 題設定 の理 由

今 日,子 供 たちが,主 体的に取 り組む姿勢や積極的 に活動 する意欲が欠 けてい ると言われ

てい る。 た とえば,「 自分か ら進んでf仕 事を引 き受 けたり,発 言す ることは少 ない。 行動

を起 こす ときには,必 ず とい っていいほど,ま わ りの友達の様子をみてか らにす ることが多

い。 また,自 分が困 らない限 り積極 的な行動に は出ない。」など,自 分の都合 のよいことを考

えている様子がみられ る。

この よ うな状況の中では,生 徒 は,自 分を生 かす とか,意 欲的 に取 り組 む とい う気持は育

っていか ないと考 える。

この背景 には,今 日の社会が,抱 えて いる問題が影 響 してい ると考 える。 友達 と一 緒にい

る時間 の減 少s親 子 の会話不足,テ レビ ・ファ ミコンなどの普及 などが,子 供 た ちの生活経

験の不 足を うみ,集 団活動 における社 会性や 自主性を育成 す る上で,憂 慮 すべ きものが ある。

社 会の急激 な変 化に対応 して,自 己を高 め,た くま しく生 きることので きる生徒を育成 する

ためには,生 徒に社会性 を身に付 けさせ る ことと,生 徒 自身がs自 分 らし く生 きようとす る

力を育て る指導を する ことが大切 である。

このよ うな視 点か ら,「 自己の個性 ・適性を生か しs意 欲的に取 り組む生徒 を育て る指導

の工 夫」 とい う主題を設定 した。

教 育課題部会 では,上 記の研究主題 に迫 るために,進 路 指導分科会 と生活指導分科会 を設

け,そ れ ぞれ に副主題を設定 しs並 行 して研究 を進め ることにした。

進路指導分科会 では,副 主題を 「主体的 な生 き方を育て る進路指導の工夫」 と設定 した。

在校生 。卒業生 ・進路指導主任 への調査を基に,進 路 指導 の現状 と課題を探 る とともに,将

来 に向 っての生 き方 を考 えさせ る授業研究を行 い,実 際の指導のあり方 を研究 した。

生活指導分科会 では副主題 を 「=豊か な社会性を 育てる指導 のあ り方」 と設定 した。

学 級活動や生徒会 活動 などの集 団活動 についての意識調査を行 うと ともに,副 主題 の 目標 を

達成 できる指導法 のあ り方を工夫 し,生 徒会活動,奉 仕活動,学 級活動等の実践 事例を通 し

て,豊 か な社 会性 を育て る研究実 践に取 り組 む ことにした。
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皿 進 路指 導分科会 の研 究

進路指導分科会副主題

1.副 主題設 定の理由

今 日では,社 会の変化 に伴 って,生 活意 識や価値観 の多様化が顕著 にな ってい る。 こうし

た変化の 中で,生 徒一人一 人が 自己の能力や適性 を適切 に把握 し,生 涯 を通 じて 自己実現を

図ってい くことが,こ れ まで以上 に大切にな っている。

しか し,近 年の中学 生の様子 を見 ると,将 来 についてsは っきり とした希望や 目的が もて

ず,積 極的 に学校生活に取 り組 めない生徒が増加 している。一方 で自分 の進路 が偏差値 で決

まるとい った意識の生徒達 も少 くない。 また,教 師の 指導 も各種テ ス トの成績 重視 高校の

ランク付けに よる,い わゆる進学 指導 に偏 りが ちで あるこ とも,否 定で きない。

この ような状 況の中 で,中 学校 における進路指導 は,こ れ まで以上に生徒一 人一 人に将来

の生 き方に関心 を持 たせ,主 体 的に生 きる姿 勢を育てる ことが重要 とな ってい る。

本分科会 では進路指導本来 のねらいを実現 しs生 徒一 人一 人が生 き方を考 え,適 切 な進路

を選択 ・決定で きる能 力を身につ けさせ ることを目指 し,上 記 の副主題 を設定 した。

2.研 究の方 法

中学牛 は,肉 体的に も,精 神 的に も変化が大 きい ときである。 この時期 に進路 指導を効果

的 に行 って い くためには,3年 間を見通 した綿密 な計画が必要 である。 また,そ の計画に対

して教師間の共通理解を深め,適 切 な指導 を行 うことが大切 である。 しか し,現 在の進路 指

導 は,高 校進学率の増加 と共 に,進 学 に偏 った指導 が中心 とな り,個 々の生徒の能力,適 性

や進路希望 に基づ いた指導はあま り行 われていないよ うであ る。

本分科会 では,次 の ような進め方に より研究 を行 い,現 在 の進路指導 の問題点を明 らかに

し,効 果的 な指導の在 り方を 目指 した。

ア 本分科会研究 員の所属す る学 校の在校生,卒 業生,地 区の進路指導 主任を対象に,実 態

調査 を行 う。

イ 調査結果 をも とに,分 析 ・考察を行 い,指 導上 の問題点 を明 らかにす る。

ウ 研究授 業を行い,そ の結果 よ り効果 的 な指導法 について考 える。
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3.研 究の内容

(1)在 校 生対象の調査結果

今 回の調査は,各 教育研究員の所 属す る中学校 の生徒が,自 分 の進 路に対 してどの よ うな

考 えを持 っているかを知 るため に,2年 生126名,3年 生219名 を対象 として行 った。

設問及び回答

〈設 問1>「 あなたは将来 どのよ うな職 業につ きたいですか。」

具体的な希望あり

2年(人)

3年(人)

合計(人)

具体的な希望なし

i・

・

24.9

0102030405060708090100

(%)

〈設問2>「 それはど うしてです か。」

具体的 な理由あ り 具 体的な理 由な し

2年(人)

3年(人)

合計(人)

0102030405060708090100

(%)

<設 問3>「 その職業 につ いてどのよ うな情報 を知 って いますか。」

知 ってい る 知 らない

2年(人)

3年(人)

合計(人)

具体例

先生 スポーツ選手,保 母,俳 優 旅行 代

理店,マ ス コミ関係 コン ピューター関係

イラス トレーター,デ ザ イナー,小 説家

ミュージシ ャン,美 容師,語 学を生かせ る

仕 事 資格 の取れ る仕事,給 料の多 い仕事,

サ ラ リーマ ン,OL,職 人,普 通 の職業

まだ分か らない。

具体的 な理 由の例

楽 しそ うだか ら,好 きだか ら,な りたい と

思 っていたか ら,大 企業 だか ら,子 供が好

きだか ら,自 分にあ ってい ると思 うか ら,

これ から先役立 つ と思 うから,や りがいが

ありそ うだか ら,や ってみたいか ら,金 が

欲 しいから,家 の仕事 だか ら,分 か らない,

単純 だから。

具体 例

たいへん,採 用試験が 難 しい,応 募 資格 な

ど,す ご く努力が必要,専 門学校 に行 くと

カ、 儲 りに くい,忙 しい,常 識程度 。

0102030405060708090100

(%)
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〈設 問4>「 自分の将来 につ いて不安 に思 ってい ることはどんな ことです か。」

■ 学習 ・囎 等 囮 牒 ・灘 等 琵翻 特になし・ 具体例

選手に なれ るかど うカ、 受験 の ことsど の2年(人)
一

よ うな勉強 をすれ ばよいか,親 が反 対する

3年(人) こ と
,無 事 に職業 につ けるかど うカ㍉ 自分

合 計(人)に あ った職業につ けるかど うか,学 校 に行

0102030405060708090100け るかど うカ㍉ 自分の性格'適 性・考 えた

(%)こ とが なs分 か らない。

<設 問5>「 自分 で進路 を考 えてい く上 で,今 何が一番 知 りたいですか。」

■ 学習 ・成儲 翅 職業 ・適騰 匿 ヨ特になし・ 具体例

自分の適 性,進 学 につ いて,知 りた くない,

2年(人)7.1
内申書につ いて,高 校の こと,偏 差値に つ

3年(人)い ての詳 しい こ と,ど こに行けば 自分 と同

合 計(人)じ 夢を持 っている人に 出会 えるカ㍉ その職

業 につ くために はど うすれ ばよいか,別 に0102030405060708090100

(%)な い,自 分の心,な し。

分析及び老察

以上 の結果 よ り,我 々が考 えた以 上に多 くの生徒が具体 的な理 由を持 ち,将 来への職業の

希望 を抱い ていることが分か った。

しかし,具 体的 に希望を持 ってい る生徒で も,そ の職 業につ いての情報 はほとん ど持 って

い ないnそ れに もか かわ らず,自 分の将来について何 ら不安 も抱 かずに情 報を得 よ うとする

意識さ えも弱い。

また,何 らか の情 報を持 っている生徒 も,具 体例 にあげ た通 りその情報 は夢 や憧れ の域を

脱 していな い。

そして,学 年 が上 が ると自分の将来 を見す えた進路 より も,学 習や成績 などの 目先の こと

に 目がい って しまう傾向が うかが える。

そこで,こ れ まで以上に生徒一 人一人が将来へ の関心を持 ち,主 体的 に生 きよう とす る姿

勢を もたせ る進路指導が重要 であ り,そ の ためには,教 師が生徒 に対 して 日常 の学校生活 を

通 して主体的 な行動をお こさせるための動機 づけを行 う必要 がある と考 える。
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(2)卒 業生 対象の調査結果

今 回の調査 は,各 教 育研 究員の所属す る中学 校を過去一 年間 に卒 業 した生徒100名 を対

象 とした。 なお,う ち99名 が高校進学者で あった。

この調査では,卒 業 生に とっで,自 分の進路 を考 える上Z,中 学 校在学 中に行われ た進路

指導の うち,ど の内容が重 要 と受 け止 め られ たかを調査 した。

設問の内容は,「 現在 の進路先 をどのよ うに して知 ったか」,「 現在 の進路 先を選ぶ上で,

中学 校の進路指導で 特に役 に立 った ものは何 か」,「 現在の進路を誰が最 終的に決め たか」,

「自分の進路選択 についての悩 みや後悔」 などである。

〈設問1>「 現在 の進路先 は,ど の ように して知 りま したか。(複 数 回答)」

ア.先 生か らの情報 で知 った。33名

イ.親 か らの情報 で知 った。18名

ウ.先 輩か らの情報 で知 った。10名

エ.塾 など学校外 からの情報で知 った。 ………11名

オ.友 達か らの情報で知 った。9名

力.自 分 で調 べて知 った。32名

キ.そ の他10名

く設 問2>「 現在 の進路先 を選 ぶ上 で,中 学校の進路指導 で何が一番役立 った と思いますかb」

回答 は記述式の ため,そ の内容の分析を行 った

闘先生の指導
%/三者面談

園成績資料
圃先輩の意見

團その他
團特になし
國無 答

と ころ・ 「先生 の指導」 に関す るものが,最 も多

か った。 その中には,「 どのような条件に基づい

て,進 路先 を選 ぶかを教 えて くれ たこ と。」s「 落

ち着かない心を落 ち着 かせ て くれ た。」,「 いつ

で もreも う少 し頑張 ろ う ・とい う緊張感を持 たせ

て くれ たところ。」など,親 切 な指導 に対す る感謝

の心 が 随所に見 られ た。 しか し,そ の一方 で,「偏

差値」,「 内申」など 「進学」 に直 接結 び付 くよ

うな情報を頼 りとする傾向 も見られた。 なお,「特

にな し」 と無回答を合 わせ る と,全 体 の5割 近 く

を 占めてい た。
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〈設問3>「 現在 の進路先 を最終的に決 めたのは次のど ちらですか。」

ア.自 分 の考 え89名

イ.そ の他10名

ウ.無 回答 …1名

「自分の考 え」 と回答 した生徒の 中にも,「 とて も悩 ん だ。 疲れ た。」などの添 え書 きがな

され てい る場合が あ った。 「その他」 と回答 した生徒 では,「 親 の意見」 などの記 入が見 ら

れ,中 には,「 入 る ところが,そ こしか をか った。」 な どの記述 もあ った。

<設 問4>「 あ なた は自分の進路選択 で,ア 良か った,満 足 してい る点が あ ったら記述 し

て くだ さい。 イ 悩ん だり,後 悔 していることが あ ったら記入 して くだ さい。」

アの満足点 に関する回答 には,「 成績が参考 にな った。」,「 大学受験の ための勉強す る環

境が とて も良い。」,,「就職 するための資格が取得 で きる。」,「 自分に合 う学 校 だと思って大

変満足 してい ます。」,「 毎 日の学校生活が とても楽 しい。」などの記述があ った。一方,イ の

悩 みや後悔に関する回答では,「 進学先 に対 する情報不足(規 則,設 備,交 通など)」 を挙

げる生徒が 目立 ち,さ らに 「第一 志望 を受 けてみたか った。」,「(高 校 での)勉 強が大変」,

「大学 に行 けそ うもない。」などの記述や,中 には 「や っぱ り義務 教育ではないので,自 分 自

身の行動に も っと責任 を もたなければ と考 えさせ られ ることが何 回か あ った。」などの上級学

校での戸惑いを記す る生徒 もい た。

考察

卒業生の意識 の上 では,進 路決 定に関 して約3割 が先生か らの情報を頼 み とし,自 分 で調

べた とい う約3割 の生徒 も,追 跡調査を してみ ると,先 生 の指導 ・個 別面談を重要視 してい

る ことが分 か った。 教師 の果 たす役割の大 きさを再認識 させ られ ることである。 また,業 者

テ ス ト(偏 差値)に 基 づ く進路相談 も多大な影響を及ぼ している。最終決断を 自分 で行 った

と考 える生徒 も,結 局は偏差値重視の選択 と言わざ るを得 ない。進路先で の満足感 も,合 格

できたことでのそれであ り,せ いぜいその先の進学 ・就職への有利 ・不利 を感 じる程度 の意識

しか育 っていない。 その ことは,悩 み や後悔 にもつ なが りs進 学 に対す る安易 な考 え方が読

み取れ る。 中学 生で も,よ り将来 を考 えた,主 体的 に生 きよ うとす る態度の育成 に,重 点を

置 き,進 路指導 全体の充実 を図る必要が あ る。
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⑤ 教師対象 の調査結果

各学校 では,ど の よ うな体制 で進路指導 を行 っているの カ、 また指導上の問題点 はど こに

あ るのか など現状を把握 し,在 校生及 び卒 業生 対象の調査 によ つて得 られ た結果 との関連を

探 るため,研 究員の所 属す る学 校を含 め た50校 の進路指導主任を対象に アンケー ト調査を行

い98校 か ら回答を得 た。 なお,回 答 に当た っては複数回答 も可と した。

設 問及び 回答

く設 問1>「 進 路指導部 は,校 務 分掌 ではどの ような位置づ けにな っていますか。」

進路指導部の校務分掌上の位置付け

目上存在 す るが,実 際 は教務部 である」

また は学 年 ごとの指導 にな っている」 などが あ った。

この設問に付随 して 「進路 指導 に関する部会 は定期的に開かれてい ますか」 とい う問に対

しては,「 不定期 ではあ るが 開催 している」が21校 でも っとも多 か ったが,「 特 に開かれ て

い ない」 も18校 あ った。 定期的 に開かれ ている と回答 した学校が9校 あ ったが その うち3校

は学 期に1回 程度の開催 であ った。 これに関す る具体的な問題点 としては,「 進学 指導時期

に該当学年 を中心 に開催す るのみ」 「分掌部 会が重な る」 「計 画通 りにはいかない」 「学 校

としての流れが不明確」 「学年間の連携が まった くない」などの 記述 があ った。

〈設 問2>「 進路に 関す る年間指導計画 はどの ように作成 され てい ますか。」

年間進路指導計画の立案

進 路指導部 として独立 してい るのは18校 で,あ

昌灘 蹴 ている とは何らかの分掌と兼ねている・さ騒 学雛
団その他 営部

,特 別委員会 と して等の回答 とともに,特 別

に位置づ けされ てい ない,と い った回 答 も2校 あ

った。 また,具 体的 な問題 点 としては,「 独立 し

ているが人数不足 のため他 の部 とのか けも ち」「名

「人数の関係で その年に より変 わ る」 「事実上学年

■学校単位で作成
國学年単位で作成
團その他

学年 別に担 当部門で作成 している学 校が もっとも

多 く32校 であ った。 これに関 して は,「 全校的 ・系

統的 ではない」 「場当た り的」 「全学年を通 して作

成 してい るが実際 は学年実 施」 「学年 で勝手に指導

計画が変更 され てい る」 「進学 指導 のみに傾 きが ち

であ る」などの問題点が 指摘 され ているn

<設 問3>「 進路指導 教材はどの ように してい ますか。」

a



進路指導教材の作成 自校 でま とめた教材 を使用す るな ど,各 校 独 自に

■自校でまとめたもの
臼区などでまとめたもの 教材の開発 に努 力 してい る様子 が顕著にあ らわれ て
圃市販されているもの

翻箏躍 意していない お りs「 市販 されてい るもの を利用す る」や 「特 に

用意 していない」は少数 であ る。 また,問 題点 につ

いて も 「資料の数が少 な く限 られて いる」 とい った

教材 開発上 の問題が指摘 され てい た。

<設 問4>「 各学 年でどの ような進路 指導を行 ってい ますか。」

年

年

年

凡⊥

2

3

各学年ごとの指導内容

囲自己理解

漏 灘 釜舌設計
園進路情報の理解
團適切な進路選択

0102030405060708090100

(%)

低学年か ら高学年 になるにしたがい,指 導 の中心

が基本的 な 「進路適性 の吟味」や 「望 ま しい職 業観

の 育成」 とい った ものか ら,よ り現実的 な 「進路情

報の理解」 や 「適切 な進路選択」 へと移行 してい く

様子が顕著に あらわれ てい た。

〈設問5>「 各学年どの位 の割合 で進路 指導の授業 を行 っていますか。」

年

年

年

-
{

2

3

進路指導の時数

Q10203040506Q708090100
(%)

下
下

上

以

以

以

間

間

間

寺

寺

寺

O

O

ユ

「
⊥2

2
一

図

留

[
]

第一学年の指導時数 の内訳を みる と5時 間以 下が

さ らに全体 の半数 を占めてい た。学年進行に伴 う指

導 時数の 著 しい増加 と,設 問4の 結果を合わせ見 る

と,進 路 指導 の主要 な力点 が,進 学 指導 に向 けられ

てい ると考 えざ るを得 ない。

<設 問6>「 現在の進路指導で問題点 と思われ るものは何ですか。」

「進学指導中心」 「学年色が強い」 「業者テス トの取扱い」 「進路e進 学 といった風潮」

「時間不足」 「受験制度のあり方」 「教員の研修不足」 「正 しい職業観 ・勤労観の育成」

r学 力の低い生徒の進路 」「塾の影響 」「親子の価値観の相違 」「学級担任の意識の差 」等。

考察

以 上の結果 よ り,進 路指導を行 う上 での問題点の把揖 教材開発,指 導時数の確保 など進

路 指導の取 り組みへの努力はなされ ている とい えよう。に もかかわ らずs校 内にお ける進路

指導の位置付けの不明確 さ,3力 年 を見通 した指導 計画の不 在 とい った問題sさ らには人手

不足,多 忙 世間一一般 における進 路=進 学 とい った風潮 などの要因 とあいま ってs結 局,進

路指導が進学 指導に追われて しまい,生 き方を考 えるとい った一 歩 踏み込 んだ指導に まで至

らない傾 向が 見られ た。
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(4)学 級活動におけ る進路指導の展開例

① 学習指導案

ア.対 象 第2学 年

イ.題 材 「生 き方」 を考 えさせ る進路指導

ウ.題 材設定の理 由

進路 指導 においては進学 指導 に偏 りが ちになる現状を考 えてみ ると様 々な問題点が浮かび

上 って くる。

そ こで,生 徒に進学 のみに とらわれず 「生 きる」 ための 目標 を一 人一人が持つ ことが 出来

るための動機づ けが必要 と考 えた。 その ためには主体的に生 きるとい う視点 か ら人間 として

の 「生 き方 」を考 えさせs自 己の内面か ら啓発 させ ることを 目的 として この題材 を設定 した。

エ.指 導 目標

人間 と しての 「牛 き方」を考 えさせs進 路選択 の一 助 とさせ る。

オ.教 材 東京都 教育委員会編 平成3年 度版

わが青春の記録 一定時制 ・通信制 高校 生の生活体験 一

・学ぶ心 松本和子

力.教 材観

著 者の 「生 き方」を通 して主体的 に生 きることの意味 を考 え,将 来 の 自分 の 「生 き方」 に

ついての 自覚を深 める。

キ.指 導計画(3時 間扱 い)

1時 間 目

・1年 生の時行 った職 業調べを思 い起 こさせ,そ こか ら何 を学ん だか確認 する。

・在校生対 象に行 った進路意識調査 アンケ ー トを もとに,自 分の 「生 き方」 を考 えさせ る。

・ア ンケ ー トにつ いての感想を まとめ,次 時発表 させる ことを知 らせ る。

2時 間 目(本 時)

本時の ね らい 教材 を通 し,将 来への 「生 き方」 を考 えさせ る。

・班 で前時の課題を発表 させ る。

・ 「学 ぶ心」 を紹介 し
,感 想を各 自まとめる。

・班で感想を発表 し含 う。

'
・班での意見s感 想を学級 全体 に紹介 す る。

3時 間 目
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・自分が望 ま しい とする 「生 き方」を考 えきせる。

・どれか らの将来 への 「生 き方」 につ いて,今 どん な努力を しな くては ならないかを考 え

させ る。

ク.指 導 の 展 開

過 程 学 習 活 動 指導上の留意点

活動の導入 ・前時の復 習をす る。

・本時の学 習内容 を知 る。

活動の展開 ・各 自が書 いて来 た課題を
,班 の 中で発表 し合 う。 ・事前 に班長 に

・各班 ごとの意 見を班長 より全体 に紹介す る。 司会の方法を指

導 して お く。

・ 「学 ぶ心」 の朗読 を聞 く。 。生徒3名 に朗

読 させ る 。

・各 自の意見感想 を用紙 に記入す る。 。質 問項 目のあ

る感想用紙を配

布す る。

・班形 態にな り各 自の意 見感想 を述べ合い,そ れを各 自短 ・6班 体形

冊 に大 き く記入 する。

・班長 が班 員の短冊を黒板 に貼 り,話 し合 った内容や,各 ・ ま と め る の で

人 の意見を紹介す る。 はな く,他 の人

の考 えを知る事

を 目的とさせ る。

・お互いの意 見につ いての感想や質問を述べ きせ るn ・学級委員に全

体の進行をさせ

る 。

活動の まと ・担任 の感 想,次 時の取組 みについて の説明を聞 く。

め
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ケ.評 価の観 点

。進路を考 える⊥で・ 「主体的に生 きる」意味が 分か り,自 分の 「生 き方 」を考 えた 目標が

持て るよ うに なったか。

。生徒が 自主 的に話 し合 いを進め られたか。

② 授業 後の考 察

ア 生徒の感想

在校生対象の調査結果 を見て

A君 一将来の希望につ いて答 えたものは,た ぶん その人の夢だ と思 う。 だって その職 業に

つい て具体的 な こと知 らない人が多す ぎるか ら。

Bさ ん 一自分を含めて,あ まり将来 の ことを本気 で考 えてい る人は少 ない と思 う。 はっきり

言 って,こ の年令 で将来の こ とを尋 ねられ て もただ単に興味が ある ものや憧れを答

えて しまうと思い ます。 だか ら早 く自分 の適性 を知 りたいです。

「学 ぶ心」 につい て

C君 一 自分 の身近に この よ うな人が いたら 「あの人,あ ん な年 なのに…」 と思 って しまう

だろ うが少 し考 え方 を変 えて 見たい と思 う。

Dさ ん 一私 が この人の立場だ ったら,ま わ りが みんな若 いの に一人 だけ年 を とっていて嫌 で

す。

E君 一主人公 の人が他 人な ら構わ ないけど,知 り合 いだ ったら絶対に恥ずか しいからやめ

て欲 しい。 で も,自 分の 「生 き方」を持 ってるのは素晴 しい と思 います。

Gさ ん 一主人公 はとて も勇気があ る人で素晴 しい。 この ような人が いる と頼 もしくてs自 分

に も何か力の ようなものが,あ ふれて くるような感 じが した。

イ 今後 の課題

今 回の授業を行 い感 じた ことは,ほ とんどの生徒が真剣に考 えてい たが 自分 の 「生 き方」

に まで結び付 けられず,遠 い世界の他人話 の ようなものに受け取 ってい る部分 もあ った。

生徒一人一人が 自分 の将来 につ いて の 「生 き方」を考 えさせ る指導には様 々な方法 が考 え

られるが,常 に 目先 の ことに とらわれ ない指導の工 夫が必要であ る。 そのために は教材 の吟

味や指導時期,そ して指導計画 を考慮 する必要が あろ う。 また 「生 き方」を考 えさせ るため

には進路指導のみ ならず,教 材 での授業や 特別活動 において も取 り組 む ことが必要 では ない

だろ うカ、 今後の課題 と考 えたい。
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(5)進 路指導分科会 の研究の まとめ

進路指導分科会 で実施 した,進 路 にかかわ る質問紙調査 の結果,次 の よ うな ことがわか っ

た。

①在校生 対象の調査 より,

ア.多 くの子供 たちが将来への夢や希望 を持 ってはい るが,そ れに関す る情報 は乏 し く,

なおかつ,そ れを知 ろうとす る意識 も弱 いこと。 イ.学 年が上 がるにつ れて,自 分の将来を

見す えた進路 よ りも,目 先の進学 に とらわれて しまう傾向が あ ること。

②卒 業生 対象の調査 より,

ア.業 者テ ス ト『偏差値 』に基づ く進路 指導が,や は り多大 な影 響を生徒 に及 ぼ している

こと。 イ.進 路先 での悩み につ いて も,上 級学 校への進学 や就職への 有利 ・不利 とい ったも

のであ り,よ り将来を考 え,主 体的に生 きようとす る態度が 身に付 いていない こと。

③ 教師対象 の調査 よ り,

ア.校 内における進路指導の位置 付 けの不明確 さ。 イ.3力 年 を見通 した指導計画の欠如。

ウ.進 学 を中心 とした指導が行われ,生 き方 を考 えるとい った一歩 踏み込 んだ指導に至 って

いない こと。

以上 のよ うな,進 路指導をめ ぐる,様 々な課題 があ ることが,分 か った。今s一 番 必要 な

ことは,人 間の 『生 き方 』について,内 面的 な自覚を深め ることである。多 くの意見の 出る

なかで,我 々は この点 につい て再認識 し,そ のs啓 発 的な指導 を試みた。

教材 と して使 用 した手記 に対 し,生 徒は色 々な意見を寄せた。「自分 の人生 に悔いを残したく

ない と思 うなら,こ の様な生 き方 も一 つの方法 だと思い ます。 で も私 は学生の う ちに きちん

と勉強 し,大 人にな ったらそれを生か すよ うな生 き方を したいです。 や っぱ り,そ の時その

時や るべ きことは きちん とこな してい くことが大事 だ し,そ れが一番 身に付 く方 法だ と思い

ます。 しか し,こ の人は偉 い と思 い ます。 この意欲 はすごい と思 い ました。」と,い うような,

ま じめ な感想が,ク ラスの大多数 の感 想であ った。 この ことよ り,『 自分の生 き方を考 えさ

せ る授業 』を推進す ることが,こ れ か ら益 々図 られなけれ ばならないことを,我 々は,あ ら

ため て確認 した。 今後の研究の課題 と しては,① 『生 き方 の指導 』を指導計画の 中で,ど う

位置づ けるか。② どの時期にゃ るか。③ 何時間 で行 うか。 ④ 『生 き方 の指導 』に関す る教材

の開発。 とい った ことが考 えられ る。 そ してそれ らを学年 ・学校 の組織 的な取 り組 みの 中で

実 施 してゆ くことが大切に な って こよ う。 我 々は,そ の入 口に しか到達 できなか った。

これか らの教育実践 の中で深め てい きたいもの と考 えてい る。
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皿 生活指導 分科会 の研 究

生 活 指 導 分 科 会 副 主 題

豊かな社会性を育てる指導のあリ方

1.副 主題設定 の理由

生活 指導に おい て,個 性 の伸長 は,生 徒 を個 々ばらば らの存在 にす るとい うのでは な く,

それぞれが 自己の特性 を生 か しなが ら,集 団や社 会を構成 する良 き一員 として,集 団生活や

社 会生活を円滑に進 めていけるよ うな資質や能 力 ・態度 を育 ててい くことが大 切 であると思

われ る。 研究 主題 であ る 「自己の個性 ・適性 を生か し意欲的 に取 り組む ための指導」 も集団

の 中での こと と考 える。 しか し,今 日の中学生 の実態を みる と,集 団の甲で 自分が主体的に,

しか も他 と ともに活動 に取 り組む ことがで きない生徒が増加 してい ると思 われ る。 自分が集

団の 中でど んな役割を果 た し,他 にどの ような働 きかけをす るかを学ぶ経験が不足 して いる

か らだ と思われ る。 そ こで,生 活指導 部会では,生 徒の社会性 を豊か にする活動 に取 り組 ま

せ る ことに より,一 人一 人の生徒が,い ろい ろな場面において,個 性 を牛かす とともに リー

ダー性 を発揮 し,意 欲的に活動 に取 り組む と考 え,本 副主題 を設定 した。

2.研 究の方法

(D基 本 的な考 え方

社会性の概念規定 は 健 全 育 成 推 進 資 料

きまざまに考 えられて

い るが,東 京都 教育委

員会 は右の ようにおさ

えて いる。

この うち,私 たちは,

「集団活動」 に着 目 し

て研究 してい くことに した。 その根拠 として次の ような ことが あげられ る。 集団を学級を例

に して考 えると,リ ーダーの存在 は学級経 営に大 きな影 響を及 ぼす。 しかし,リ ー ダーは能

力的 な要因 によるもの と思われ てい るがsO方 教師の学 級の指導法 にも起因 するもの であ

ると思 われ る。 そこで,集 団活動 を構 成 する内容項 目と リー ダーの資質 の関連 を調査 し,そ

こから個 々の生徒の リー ダー性を引 き出 し,育 て る学 級経 営の基本 条件 を見付 けられ るの で

はないか と考 えた。

社会性の概念 各概念を構成する内容項 目

基本的生活習慣 身辺の 自立 計画的な生活 基本的な礼儀作法

対 人 関 係 信頼感 コ ミュニケーシ ョン能力 相互啓 発

集 団 活 動 所属感 役割参加 自己有用感

規 範 意 識 自 己 コ ン ト ロ ー ル 自 己 決 定 ル ー ル の 尊 重

社 会 生 活 社会の一員 環境へのか かわ り 社会参加
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(2}研 究 計 画

〔5・6月 〕

〔7月 〕

〔8月 〕

〔9月 〕

〔10月 〕

〔11月 〕

研究の構想図

質問紙調査の内容の検討

質問紙調査を実施

研究員所属校の10校

各学年2学 級対象

研究1一 質問紙調査の結

果の分析と考察

指導実践例の検討

指導実践の開始

研究2一 指導実践の成果

の分析

まとめ

副主題

豊かな社会性を育てる指導のあり方

T
リーダー性

指導 性 自主性 受 容感

n

集団活動

所属感 役割参加 自己有用感

〈-1
正の中程度の

相関がある

研究1
← 」

質問紙調

査による研究

仮説 役割参加意識 ・自己有用感を高め ること

により,リ ーダー性が養 われ る

研究2

指導実 践に よる研究

3.研 究の内容

(1)集 団活動 につ いての意識 と リーダー資 質に関す る調査

① 質問紙調査 のねらい

質問紙調査では,集 団活動 の内容項 目,

所属感(集 団の一 員 としての 自覚が もてる)

役割参加(集 団活動 に積極 的に参加 し,役

割 を・果たす こ とがで きる)

自己有用感(集 団の 中で 自己が役立つ)

について,生 徒 の意 識の実態 を調査 する。

また,リ ーダー資質である,

受 容感(他 を受 け入れど う生かすか考 える)

自主性(自 ら進んで判断 し行動す る)

指導性(他 に働 きかけ集団を まとめ る)

につ いても,そ の意識の実態 を調査す る。

さ らに,集 団活動の内容項 目とリーダー資

質の内容項 目の相関について も調査 した。

あなたは みんなの先頭に立って仕事をしていますか

あなたは 自分の仕事を責任を持ってしていますカ㌔

あなたは みんなに協力してもらうために、工夫する

方ですか

あなたは みんなに助け合 うように呼びかける方です

か,

あなたは、学級のいろいろな問題に対して、学級の目

標や様子を考えながら解決 しようとしていますか0

あなたは、学級が行事で優秀な成績を修めたときうれ

しいですか,

あなたは、自分の学級の悪口を言われたときくやしい

ですか 。

あなたは、自分の学級が汚れていた場合は気になる方

ですか 。

あなたは、自分の学級にいると気が休まりますか。

あなたは、自分の学級にいると楽 しく感じますか。

あなたは、自分の学級の人は協力的でクラスとしてま

とまりがあると思いますか。

あなたは、学級内にいじめがあると何とかしなければ

ならないと思いますか。

あなたは.学 蔽内の人で、きまり違反ばかりしている

人をみると腹が立ちますか。

あなたは、自分の失敗で学級のみんなに迷惑をかけて

しまったときすまないと思いますか。
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② 質問紙調査 の内容

質 問紙調査の項 目は,右 の表の通 りである。

これ につ いて,次 の9件 法で回答 させた。

1

9
臼

3

4

「いい え」

「どち らかといえばいい え」

「ど ちらか とい えばはい」

「は い」

③ 質問紙調査 の結果 とその考察

ア.平 均値か ら見い 出され るこ と。

各質問項 目に対す る9つ の回 答番号を その

まま点数 とし,そ の平均値を求 めた。

さらに,そ の平均値 を内容項 目ごとにま とめ

また その平均値を算 出 した。 中央値 は2.5で

あるから,そ れ より平均値が高 い場合 は,全

体 として意識が高 い とい うことが分 かる。

しか し,平 均値か ら計 り知 れない特徴 もあ る

と考 え,相 対度 数の分 布も調 ・㍉ 参考 とする

ことに した。

。3学 年 とも学 級に対す る所 属感 は強 い。

「学級が行事で優秀な成 績を収 めた ときう

れ しい」 ではs9割 が肯 定的 な回答を して

い る。

0

次のよ うな ことがわか った。

割 いるが,「 仕事分担を進んで引 き受け る」

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

あなたは、自分の係(叉 は蚤員など)を きちんとやっ

ていると思いますカ㌔

あなたは、他の像や委員などに協力的な方だと思いま

すか。

あなたは、話し合いの時は、友だちの意見などきちん

と聞こうとしていますか。

あなたは、行事などで仕事の分担をするとき、進んで

引き受けますか。

あなたは、自分の仕事については先生から官われなく

ても進んで実行する方ですか。

あなたは、学級のみんなで決めた目標について、努力

しようとする方ですか,

あなたは、滑掃当番などの当番活動では遭んで自分の

仕事をやっている方だと思いますか。

あなたは、学級内で頼りにされている方だと思います

か。

あなたは.話 し合いの時に積極的に発言しますか。

あなたは、自分の係の仕事で先生や学級の仲聞から感

謝されたことがありますか。

あなたは、自分の係の仕事をしていてよかったと思っ

たことがありますか。

あなたは、学級で困ったことが起きたときは何とかし

たいと思う方ですか。

あなたは、自分に合った仕事を引き受けていると思っ

ていますか。

あなたは、クラスの役に立ちたいと思うことがありま

すか。

役

轡四

参

カロ

自

己

有

用

感

活

助

咽

各内容項目ごとの平均値

分類項目 1年 2年 3年

集

団

生

活

所属感 3.1

io.asｺ

3.a

(0.52j

2.9

(0,48

役割参加 z.s

(o.st)

z.s
(0,58)

2.6

(0,53)

自己有用感 z.7

(o謁7)

2渇

tos2

2.9

(o.si)

リ

ー

ダ

ー
性

受容感 z.s

So.s7)

2.5

to.ss

2.s

(o.ss)

自主性 2.5

10.s7)

2.5

(0。6fi

2.4

(o.7a)

指導性 2.3

{osi)

2β

to.ssf

z.z

{0.661

()は 標準偏差

役割参 加 につ いては,平 均値 か らその特徴 は把 め ないが,各 質 問の回答の相対度数か ら

「自分 の係 の仕事 を きちん とや っている」 と答 えた生徒は8

,「 仕事は進んで実行 する」 では,否 定的 な

回答が6割 い ることか ら,自 分の仕事 は責任 を もつ が,自 ら進ん で仕事をす るこ とは苦手

であ ることが分 かる。

。 自己有用感は学任が上が る程弱 くな ってい る。 相対度数か らは次のよ うな ことが分 か っ

た。 「学級 の役 にたちたい」 と思 ってい る生徒は7割s「 係 の仕 事を していてよか った」

と回答 した生徒 は6割 に対 して,「 学級内で頼 りに されてい る」や 「係等 の仕 事で先生や
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仲間 から感謝 され た」 と回答 した生徒 は3割 であ った。つま りs学 級の役 に立 ちたい気持

と,仕 事を した満足感は あるが,そ れを認 め られた り,頼 りにされた体験 はあ まりない。

。 リーダー資質 の中では,特 に指導性が 弱い。 「先頭 に立 って仕事 をする」や 「みん なに

呼 びか け る」 と回答 した生徒は3割 であ る。

イ.集 団活動の内容項 目と リーダー性の内容項 目の相関から見い出され る こと

。 所属感 と リーダー資質の相関は全体 とし

てあま りない。 ただしiそ の中で所 属感 と

指導性につ いては,学 年 が上 がる程高 くな

っている。

。 役割参加 と リーダー資質の相閾は,中 程

度にあ る。 特に,自 主性 との相関が強 く,

また,指 導性 との相関は,1年 生 だけ他学

年 より低 いn

。 自己有用感 と リー ダー資質 につ いては,
柵園係数の信厭性の基準は、すべて1%水準で有意であった.

指導性 とに中程度の相 関が ある。 また,自

主性 については,学 年が高 まる程相 関が 強

くな って きてい る。

考察

分 姐 項 目 受容感 自主性 指導性

集

団

活

動

所属感

1年
唱

0.34 0.33 0.38

2年 0.28 0.33 0.43

3年 0,3A U.24 0.46

役割参加

1年 o.47 Q.56 0.44

2年 0.47 0.55 0.53

3年 o.d 0.53 Q.55

自己有川感

1年 0.35 0.40 0.52

2年 0.34 0.46 0.46

3年 0.43 0.52 o.sa

平均値 と相対度数の分布 か ら,今 日の中学

生は,す すんで仕 事分担を引 き受 けたり,先

頭に立 って仕事をす る ことは苦手 であること

がわか った。 それは,

され る体験 が少 な く,

相 関 の 数 値 の 目安

0.2～0.9相 関 が あ ま り な い

0.4～0.6中 程 度 の 相 関 が あ る

0.6～0.8強 い 相 関 が あ る

自分 のや った仕 事で,学 級 内で頼 りにされ たりs先 生や仲 間か ら感謝

その ことが 自分の考 えや行動 の 自信 につ なが らない ため と思 われ る。

この ことは,集 団活動 と リーダー資質 の相関か らもわか る。 自己有用感 とリーダー資質の相

関 はs学 年 が高 くな るほど強 まる。 それは,集 団活動 を積 み重 ねるほどs自 己有用感か ら自

主性 が生 まれて くるためと思われ る。 また,役 割参加 と リー ダー資質の相関 では,1年 生 だ

けが低 い。 これはs中 学校 における集団活動の不足か ら,自 分が どの よ うな役割を果 た し,

どの よ うな働 きか けを したらよいか分か らないのでは と思われ る。
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④ 質問紙調査 からの提言

質問紙調査 の結果 よ り,今 日の中学生 は,リ ーダー性が不足 しており,そ の不足を補 うた

めに は,.自 己有用感 と役 割参加の意 識を高め ることが必要 である と考 える。

そ こで,私 たちは様 々な場面の,役 割参加の意 識や 自己有用感 を高め られ る集団活動 を工

夫 し実施す ることに した。その具体 例 と して次のよ うな活動を考 えた。

ア.生 徒会選挙の取 り組み,(学 年 集団の場で,リ ーダー選 出を通 して)

イ.奉 仕 活動 の取 り組みs(地 域社 会の場で,清 掃活動 を通 して)

ウ.学 級活動 の取 り組み,(学 級集団の場で,班 活動 を通 して)

② 生活指導 の指導実践 例

① 生徒会役 員選 挙(A校)

ア ね らい

リーダーの育成 と,望 ましい リーダーを選べ る集団 の育成を図 る。

方法 としてア ンケ ー トを とり,役 割参加 の意識を高 めると ともに指導 に生かす。

イ 指導 の経過

ア ンケー ト④ → 学年集会_→ 候補者選び → ア ン ケ ー ト⑤

→ 候補者への指導 → 投票指導(学 級) → 選挙後指導(全 体)

・ この指導 は2年 生 を対 象に行 った
。 比 較するため3年 生 の一 部にア ンケ ー トを とった.

。 学年集会は1,2年 生合 同で本部 役員から 「生徒会 の役割」 について聞 いた。

・ 候 補者 選びはア ンケー ト⑤ の集計結果を基 に学級 で呼び かけた0

・ 候補者へはア ンケ ー ト⑤ の結果 を基に 「自分 の主張 」づ くりを指導 した
。

・ アンケ ー ト⑤ の結果 を基 に 「リーダー10ケ 条」を学 級委 員会 で作成 し
,投 票 に向 けて

の 指導 に活用 した。

選挙後 「リーダーへの協 力」 とい うことでs委 員会 などへの積極的参加 を呼 びか けた。
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〔ア ンケ ー トの 内容 とね らい 〕

ア ンケー ト⑤ 「生 活の見直 しア ンケー ト」…生徒会への興 味 ・関心を高め させ る ことを 目的

に,自 分の学校生活を見直 させ る。 立候補者が主張 を考 えさせる材料 にす る。

対象……2年 生7ク ラス(290名)3年 生2ク ラス(73名)と した。

内容…… 「授業」 「クラフ ・部活」 「クラス」 「校則」 「生徒会」 「行事」 の項 目別に質 問

し,回 答は9件 法 てロ ーハ イ ーややハ イ ーややイイエ 騒 一イイエ と した

質問の一部 を紹介す るとs

・ 生徒会 活動 に関心が あ ります か?

・ 役員選挙 に関心があ りますか?

・ 投票す るとき,何 を基準 で人 を選 ひ ますか?具 体的 に書 いて下 さい。

ア ンケ ー ト⑤ 「理 想の リーター像ア ンケー ト」一投票 の基準を考 えさせ る。 立候 補者への意

識づけをね らう。 「リーダーの条件 を書 きなさい 」とい う内容 て出 した 。

ウ 生徒の様子 ア ンケ ー ト⑤ の結果 と事後 に実施 したア ンケー トの結果 の比較

生徒会 への関心度(事 前)生 徒会 への関心度(事 後)

2年 生

3年 生

27 58 69-

22

○

84
■
◎

9 14

φI

l27
ゆ

,

麗盟

※2年,3年 ともに生徒会への関心度 は低 い。

2年 生14

3年生

選挙への関心度(事 前)

i
4 42 '4

1婁

2'工'

106 ◎←

4

i
16

剛闘 1鱒11舗1舗 鱒 闘ll縄6111髄 舗 翻1隔8

ゆ33

○

選挙への関心度(事 後)

〔投票す る際 に何を基 準にす るか?〕

しっか りとした基準(立 候補の や る気,信 頼 感,責 任感,主 張 など)を 持 ってい る者 とそ

うてない者(な ん とな く投票す る)の 比 較をク ラフに した。
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2年生

3年生

投票の基準(事 前) 投票の基準(事 後)

→ 前 向 き な基 準 が あ り 腰 → 前 向 き な基 準 が な し(含 む 無 回 答)

※ 事後のア ンケ ー トは生徒 の意識がど う変 化 したかを見 るため,ア ンケ ー ト⑤ の内容 と同

じものを生徒会 関係に しほ って とった。

エ 指導の評価

・ 当初立候補 を考 えていた者が9名 だ ったが,結 果7名 が立候 補 した。 この中 で当選 した

者が3名 だ った。落選 した者 は後期学級委員に3名 が立候補 して活躍 してい る。

・ 立候補者選 出に当 たっては,生 徒会活動 の大切 さ,2年 生が その中心 になって学校 生活

全 体を引 っ張 ってい く必要 があ る事を話 した。 その際,ア ンケー ト② の結果を基 に現在 の

学校生 活を見直 させ たのが役立 った。

。 当初 の選挙 への関心 度に比べ事後 の関心度 が大幅 に伸 びた原因 は,立 候補者数15名 と

例年 に ない盛 り上が りが あ った事 と,選 挙活動が しっか り してい た事が上 げられ る。

・ 投票前指導 として アンケ ー ト⑤ の結果 を基 に学級委 員会 で作 ったrIJ一 ダー10ケ 条」が

投票の基準を考 える上 で役立 ったようで ある。

。 選挙後朝礼で新本部 役 員認定 の際,全 体に 「自分 たちが選んだ リーダ ーに次はど う協 力

していけば良 いか」 とい う話を した。 具体的には,後 期委員会 や学級 活動 への積極的 な参

加を期待 したい と話 した。 また事後 のアン

ケ ー トで 「あなたは新役 員に協 力 しますカ」

とい う質問を した。 右が その回答 であ る。

後期委員選 出は,ど の クラス もスムーズに

進 み,立 候補でほ とんど決 まった。

まとめ と今後 の課 題

本部役員への協力感

44 114ii葦 輩i60

o●曹■■●■●●●●o●●o●o● ■晒

・………・…鐵

…'…議1議
●引●●o膠 層o

12 29

4-

・1"221i隷
・;・;●;

●9■9.■ ■

'
:27… ……………
■

2年生

3年生

オ

今 回の生徒会役員選挙指導 は,生 徒に と って生徒会 が学校生活 の基 盤にな るとい う意識 を

高 め きせ る ことに よって,そ れぞれが 自分の役割 を意識 させ ることをね らい とした。 その役

割参加 の意識が,立 候補 につ なが るとともに,自 分 たちの代表 を選ぶ とい う意識 の高揚 につ
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なが った と評価 で きる。

今 回は,2年 生 に指導 のポ イン トを置い たが,来 年 は3年 生を含め た指導 の流れを考 えに

置 いて実 践 してい きたい。

② 奉仕的活動(B校)

ア ね らい

自分 の住む地域への奉仕 的活動 を通 して,地 域の一 員 としての 自覚を高 め,地 域の声を知

らせ る ことによ り,自 分の活動 が役立 ってい ることの喜び を知 り,さ らに役立 とうとする意

欲 を持 たせ る。

イ 実践内容

ω 特徴

a避 難訓練 などで集団下 校をする ときのため に編成 した班(学 年 を越 えて近所 に住む生徒

で編成)を 基本 に,10名 前後 の グル ープに分 け,自 宅近辺 の清掃活動 をす る。

b事 前に,地 域 を対 象に アンケ ー ト調査を実施 し,清 掃場所,清 掃方法 についての意見を

求 め,こ れを元 に活動計 画を立て させ る。

e事 後 に も地域対象のア ンケ ー ト調査 を実施 し,地 域 の方 の反応 などを集約 して,学 年通

信 などを通 して生徒及び その保 護者 に知 らせ る。

※ ア ンケー ト調査 は,生 徒1名 につ き約10枚 のア ンケ ー ト用紙 を配布 し,自 宅近辺に配

るよ う指示 した。

(イ)実 践過程

※(ア)a参 照 実 施 当 日

ラ⇔

a

。

グ ル ー プ 編 成

i

ア ン ケ ー ト 調 査

i

グ ル ー プ 会 議

活 動 計 画

i

実 施

1

ア ン ケ ー ト 調 査

1

ア ン ケ ー ト 結 果

通 知

※(ア)b参 照

※ 右 図 参 照

※(ア)c参 照

※(ア}c参 照

実践結果

生徒の感想文 より

こん なに町が汚れてい るのにび っ くりした。 しらんぷ りして いたのが不思議だ った。 前

集 合, 点 呼, ゴ ミ 袋 配 布

1

滑 掃 場 所 へ 移 動

i

清 掃 開 始

i

帰 校

1

点 呼, ゴ ミ の 集 積

1

解 散
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よ りきれいになって気持 ちよか った。(男 子)

・ 公園 にきていた子供連れ の人が 「ありが と う。 きれ いlrな って よか ったね。」と言 って く

れて,と て もうれ しか った。(男 子)

・ 駅 の周 りが とて もきれ いにな った。 で も次の 日にはた くきんの吸いが らが落 ちていて少

し残念 だ った。掃除 を して い るときに 「ど うもあ りが とう。 ご苦労様。」って言われ たとき

は,本 当に うれ しか ったです。(女 子)

・ 空 き缶 がた くさん捨 て られて いた。 ほ くもた まに ゴ ミを捨て るので,以 降絶対に ゴ ミを

道路 に捨て るのはやめよ うと思 った。(男 子)

b

●

●

事後 アンケ ー トより(地 域の方の意見)

照れ くさいようで したが,何 か少 しで も役立 てた とい う喜 びの心が生 まれ た と思 います。

○○ 付近を通 りま したら,と て もきれいに清掃 されてい ました。本当 に ご苦労様 で した。

見ていて とて も気持 ちが よか った。 この よ うな活動 を続 けて ほしい と思い ます。

私 も提案 した手前気 になのま したので,私 の提案 した○○ に向か い ましたら,ど こ もき

れいに清掃 されて おりま したので嬉 し く思い ま した。

。 二 日後,清 掃を希望 した場所を通 りました。 思わず 「きれいにな ったわ」 と口に出 るほ

どで した。本当に ご苦労さ まで した。

ω まとめ

地域の方から直 接感謝の言 葉を頂いた経験 をは じめ,自 分 た ちの したことに対す る良い評

価 を知 ることは,「 自己有用感」 を高める大 きな手助 け となり得 たと思われ る。

事実,生 徒の感想に もあ るように,地 域 の一 員 として地域の ため に自分に できることを考

えたり,地 域 を汚 きない よ うに気 を付 けよ うとす るなどの心情 の変化が みられ た。

③ 学級活動(C校)

ア ねらい

班活動を中心 と して役割 を分担 し責任 を持 って果 たす ことにより,集 団の一 員 と しての 自

覚を持 ち,所 属感や連帯感の高 まりとIJ一 ダーの育成 に よる学級 づ くりをめ ざす。

イ 内容

学級 の全 員が必ず仕事を分担 し,責 任 を持 って行 う。

学級 集団を高 めるために班組織 を作 る。

学級会 ・班長会 ・班会議を 中心 と して学級 目標 が守 れ るよ う協 力す る。
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ω 学 級 目標

学校生活の向上,教 室等の美化,学 力向上,学 級 ・生徒会 で決 定した ことの実行

(イ)組 織

1.学 級会2.班 長会3.班 会 議4.生 活係5.図 書係6.整 美 係

7,保 健係8.放 送係9.配 布係10,掲 示係11.教 科係

ウ.特 色 ある班 活動

.学 級を6班 に分 軌 清掃班(教 室.廊 下.ト イレ)2-5通 イ言N(ろ65月1・ 日(幻

2年5糸 且 は い い ク ラス?給 食 班
・評 価 班 ・下 校 班 を 一 週 ず つ 分 担,活 動 す る。

先日^5号1:つウ・・いマ ヨ直班'一ト1載セδす,

・ 鵬 賑 ・副蕨 ・各係で鵬 構 成し濁 する.欝,1　 髄 撫'ん 囑 トつ…

また,班 ノー トを書 く。

・ 班長は主に責任 を持 って行動 し,班 の取 りまとめ

や学級全体の仕事をする。 また班長会に 出席 し学級

のため にどの よ うに したら良い学級 がで きるか,そ

の方法 の原案 をつ くり,率 先垂範す る。

・ 班会議 は担任 ・学級会 ・班長会 で話 し合 った活動

討議内容につ いて話 し合い,よ り良い班 とする。

エ.取 り組み

ω 組織 の一 員と して班活動 を徹底 す る。

蛆B愚L帥

卑暴 藷 濾,31爾 轍 力と蹴

抗 ひ 懸 覧鎧 男述 玩 と叉 づと'思ll搬

乱 駈且1瀞窺露 堕上つ示り沸...栃1肥し..一.
'囁燐

に黎 ・捌 δ拙節 敵1ヱズ1ヨ7,二L^・ク5一

ス。`6'dと臓 逗砺 餐 蔵 顧 二

一醜 、ム}・厩 殖 郵 ε瀬 亟 …蕊…勲

=褻 一而 蝕 泣 巨証 颪.孤

罰瓶躍葛め二u蝕
一/

(役 割参加を高 める)

・ 評価班の結果 を班新聞(毎 週 月～水に書 き掲示)に て報告

。 担任 によ る学級通信 にて評価 し,励 ます。

ω 班員一人一 入の協 力度の評価。(所 属 感を深め る)

・ 授業の取 り組み(特 に実技 教科 の男女の協 力)が

で きたか。

・ 給食 当番(協 力して配膳 ・片付 け)が で きたか。

・ 清掃 当番(時 間内,サ ボらず に)で きたか。な

どを項 目ごとにチzッ クし,点 数化 して評価す る。

オ.経 過

・5月 の生徒会役 員選挙で学 級か ら9人 立候補 す る。

・6月 の体 育祭で学級一 丸 とな り積 極的に参加 した。

・7月 より文化祭に向けて学級演劇に取 り組む。

/2-5通 イ言Nα10
、A13a(A>

班 ヲ舌動 ノiト征 の反箔
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カ ま とめ

班活動 を活発化 させ ることで リーダーが 育ち,自 主的 な行動 力へつ なが り,行 動 に積極 的

に参 加する ようになった。 生徒に意欲的 に活動 す る場面 と機会 を与 えれ ば,自 ら役割 を 自覚

し,よ り良い学級づ くりに取 り組む力 をつ ける ことが できるこ とが分か った。

4.生 活指導分科会の研究のま とめ と今後の課 題

「集団活動 と生徒の リーダー性 の関連」 につい ての調査研究の結果,集 団活動 の中 で特に

役割参加意識を高める ことが リーダ ー性 の育成 に大 き く関与 してい るこ とが分か った。 同時

に,自 分が集団の 中でどの ように 役立 っているかとい う意識(自 己有用感)を 高め ることに

よ り,役 割参加意識がい っそ う高 まり,一 人一 人 の生 徒が 自己の個 性 。適性 を生か しなが ら

意欲的に活動す る集団が育成 され ることが確 認 きれた。

また,前 記 の実践例以外 に も 「豊か な情操 と思いや りの心を育む栽 培体験学 習」 「生徒が

主体 的に企画 ・運営す る生徒会活動」等の実践例を検討 した結果,次 の ような点 に留意 して

積極的に指導 を してい くことが 「豊か な社会性を育て る」 こ とに結び付いて い くと考 える。

fll従 来の学級活動や学校行 事の中で,一 人一人の生徒が 自らの役割を 自覚 し,意 欲 的に活

動 して いるかを見直 し,学 校が充実 した生 活の場 となるよ う工 夫す る。

(2f生 徒 の興味 ・関心 ・意欲を把握 し,一 人一 人の生徒 が 目標 を持 ち,主 体的 に参加 できる

場面や機会を設定 する。

(3a社 会 や地域 の期待 を的確 に把握 し,生 徒に と ってや りがいのあ る活動 を設定 して・多角

的 で肯定的な評価 をす ることによ り自分 の価値 に気付かせ,一 人一人の生徒のや る気 を引

き出す。

今回の研究 では,一 ノ・・一人の生徒 をどの よ うに集 団に 関わ らせて いけば豊か な社 会性 が育

つかに焦点を当てたが,同 時に,集 団の 目標を 明確にす ることによ り,集 団が生徒の相互理

解 や協調性,活 動 性を高めてい くことも分か って きた。 また,教 師が一 人0人 の生徒に深 く

関わ り,組 織的に連携 して指導に当 たることが大切であ ることも確認 きれ た。

そこで,次 の3点 を今後 の課題 とした。

U)各 学校 で行われ る集団活動を士記(D～(3tの 観点か ら計画的,系 統的に整理 する。

(2}教 師の指導体 制を整備 し,・一人一 人の生徒 の可能性 を伸ばす指導を行 う。

⑧ 目標 ある集団づ くりに努め,集 団の力を有効 に活 用す る。
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